
表
現
で
き
る

第
三
次

□動作化
□ペープサート劇，音読発表会
□他の本や文章を読む
□アフターストーリーを考える

文学的教材の指導　□：全学年共通，◇：中学年の力点，◎高学年の力点

つ
か
む

第
一
次

□教材への興味づけ
□印象に残った言葉や文についての話し合い
□作品設定，表現技法の書き込み（自主学習）

わ
か
る
・
で
き
る

（
読
み
取
る

）

第
二
次

□教材を読み深める
□作品の設定をとらえる
□中心人物を見つける
◇中心人物の心情の変化をとらえる
◎主題文を書く，主題をまとめる

表
現
で
き
る

第
一
次

第
二
次

第
三
次

□教材への興味づけ
□説明内容の予想
□初めて知ったこと，疑問に思ったこと
□意味調べなどの書き込み（自主学習）

□教材を読み深める
□「問い」の文と「答え」の文を見つける
◇要点をまとめる
◇文章構成図をかく
◎要旨をまとめる
◎説明のわかりやすさ，わかりにくさについて話し合う。

□クイズをつくる
□他の本や文章を読む
□筆者への手紙を書く
◎筆者の意見について，自分の考えを書く

黒木小スタイルⅠ　「単元全体の授業の流れ」

説明文的教材の指導　□：全学年共通，◇：中学年の力点，◎高学年の力点

つ
か
む

わ
か
る
・
で
き
る

（
読
み
取
る

）



ふ
り
か
え
る

（
交
流

）

②問題を理解する。
　提示された問題について，読みと
るべき内容，学習方法について把
握する。

③めあてをつかむ。
　本時の学習のめあてをつかむ。

●本時の問題解決が説明文を読
み取るうえで，どのような力を高め
ることにつながるのかを押さえる。

④ガイドの指示により，問題に対する
自分の考えを書き表す。

⑤ガイドの司会で，それぞれの児童の
意見を伝え合う。
⑤'ガイドの司会で，グループで考えた
意見をまとめる。

●ノートやワークシートに書かれたこと
を発表するだけではなく，黒板に記録
させたり，文カードを操作させるなどの
工夫をする。

⑥教師と児童の対話を中心とし
て，読みとったことの確認をすると
ともに，「説明文の読み方」の中で
何ができるようになったのかを確認
する。

●説明内容の理解だけではなく，
説明方法や論理のよさにを感得で
きるようにする。

⑦本時の学習で「わかったこと」「で
きるようになったこと」などを異学年
の児童に伝える。

自
力
解
決

「
わ
か
る

」

全
体
確
認

「
で
き
る

」

十
分

十
分

十
分

五
分

⑥本時で読み取ったことの振り返
りを行い，既習事項を応用・活用し
た問題を解く。

⑦本時の学習で「わかったこと」「で
きるようになったこと」などを異学年
の児童に伝える。

十
分

十
分

十
分

③ガイドの指示により，問題に対する
自分の考えを書き表す。

④ガイドの司会で，それぞれの児童の
意見を伝え合う。
④'ガイドの司会で，グループで考えた
意見をまとめる。

●ノートやワークシートに書かれたこと
を発表するだけではなく，黒板に記録
させたり，文カードを操作させるなどの
工夫をする。

⑤教師と児童の対話を中心とし
て，読みとったことの確認をすると
ともに，「説明文の読み方」の中で
何ができるようになったのかを確認
する。

●説明内容の理解だけではなく，
説明方法や論理のよさにを感得で
きるようにする。

ま
と
め
・
練
習

「
表
現
で
き
る

」

五
分

ふ
り
か
え
る

（
交
流

）

自
力
解
決

「
わ
か
る

」

全
体
確
認

「
で
き
る

」

復
習
・
活
用

「
表
現
で
き
る

」

課
題
把
握

「
つ
か
む

」

黒木小スタイルⅡ　「1単位時間の授業の流れ①」（説明文：最初からわたりあり）

わたり過程 過程

課
題
把
握

「
つ
か
む

」

①問題を理解する。
　提示された問題について，読みと
るべき内容，学習方法について把
握する。

②めあてをつかむ。
　本時の学習のめあてをつかむ。

●本時の問題解決が説明文を読
み取るうえで，どのような力を高め
ることにつながるのかを押さえる。

学習活動　Ａ学年（２・４・６年）
●留意事項

学習活動　Ｂ学年（１・３・５年）
●留意事項

十
分

十
分

①復習問題をする。
　既習事項を応用・活用した問題を
解く。
（①本時に学習する範囲を音読し，
意味調べ，段落のキーワード調べ
などを行う。）

●本時に関係する学習内容を復習
する。または，前時までに学習した
内容を用いて解決できる問題を解
かせる。

時間 時間



今回の低学年の指導では、ワークシートについては東京書籍から配布されている「ワークシート
集」をもとにして、本校児童の記述力を高める力や見通しを持って学び合う力を高めることをねら
いとして、再構成したものを使って指導を行った。

指導案の形式については、中学年版の形式を参考されてください。



( 1 / 6 ) ( 1 / 12 )

←

■

→

→

←

◎「ふろしきはどんなぬ
の」では、どんなことが説
明されているのでしょう
か。
〇二つの説明を拡大した
ものを黒板に提示し、説明
のしかたがちがうことに気
づかせる。
〇学習の見通し「せつめい
のしかたをくらべて、それ
ぞれのよさを見つけてい
く」を板書。（あるいはフ
ラッシュカード）

４二つの説明文、学習
の手引きを参照し、学
習課題を確かめ、単元
の見通しを持つ。
・一つ目は短いけど、
二つ目は長くてくわし
い。

わ
か
る

１本時のめあてを確か
める。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１音声教材CDによる範
読を聞き、新出漢字や
読み替えの漢字につい
てドリルやスキルを用
いて確認する。

めあて　「どうやってみをまもるのかな」の学
習計画を立てよう。

◎お話を読んで、思った
ことを話しましょう。

〇話題を自分で決定でき
ない児童のために、話題
を示したカードを準備し
ておく。

４ヤマアラシ、アルマ
ジロ、スカンクについ
て、
①知っていること
②見た経験
③自分だったらどう
やって身を守るか
④分かったこと
⑤分からなかったこと
⑥もっと知りたいこと
など、自由に話し合わ
せる。

　
■
　
で
き
る

■
　
　
わ
か
る

〇読ませる前に、音読の
方法を示す。
①一人読み
②まとまりごとに交代して
読む。
③一文読み。
④一斉読み。

３ふろしきについて
知っていることや、教
材文に書かれているこ
との予想を話し合わせ
る。

〇題名、ふろしきの実
物見せ、児童の興味・
関心を高める。
・おせちをつつんでい
た。

３様々な方法で音読
し、内容の大体を捉え
る。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇CDの準備をしてお
く。
〇範読を聞かせる前
に、読みにくい漢字に
ついては読み仮名を書
くように伝える。
〇読み仮名を書いても
時間に余裕のある児童
については、漢字スキ
ル等で新出漢字の予
習・練習をさせる。

〇ガイドシートを準備
しておく。

◎「どうやってみをま
もるのかな」のお話
は、どこからどこまで
かかれていますか。

２本文と手引きの部分
を確認し、教師の範読
を聞く。
・６２ページまで。
・６３ページはお話の
ことを聞いているから
ちがう。

つ
か
む

２めあてをつかむ。
めあて　「ふろしきはどんなぬの」の学習計画
を立てよう。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇全文を音読し、内容の大体をとらえること
ができる。

（１）本時の目標
○教材文を通読し、学習の見通しを立てることが
できる。

（２）本時で検証すること
〇教科書の絵や題名、学習の手引きを確認す
ることや全文を音読することにより、単元全
体の学習の見通しを持つことができるか。

（２）本時で検証すること
〇ふろしきの実物を用意することや、ふろしき
についての２つの文を黒板に提示し比較させる
ことにより、２つの文章を比較して読むことへ
の興味が高まるか。



■ ←

→ ■

〇読む前に、「読んだ
後、どんなちがいが感
じられたか」をノート
に書くように伝える。

2年

教材文について関心をもち、単元全体の
学習活動に見通しを持つとともに感想を
もつことができる。（ワークシート・観
察）

〇ふろしきの実物を用意することや、ふ
ろしきについての２つの文を黒板に提示
し比較させることにより、２つの文章を
読むことへの関心を持たせる。

文中の記述を引用したり、写真を示
して自分なりの感想を述べることが
できる。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

1年
全文を音読し、内容の大体をとらえるこ
とができる。（ワークシート・観察）

教科書の絵や題名、学習の手引きを確認
し、読むことへの関心を持たせる。

教材文の題名や絵を示して自分なり
の感想を述べることができる。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

６書いた感想を伝え合
う。

（４）本時の評価

せる。

で
き
る

５全文を音読する。

〇次時から、それぞれ
の動物についてくわし
く読んでいくことを伝
える。

５本時の学習をふりか
える。



④
よ
ん
で
　
わ
か

っ
た
こ
と

　
　
③
じ
ぶ
ん
だ

っ
た
ら
　
ど
う
や

っ
て
　
ま
も
る
か

一
も
ん

め
あ
て

①
い

っ
せ
い
よ
み
：
み
ん
な
で
　
よ
む
こ
と

い
ろ
い
ろ
な
　
や
り
か
た
で
　
お
ん
ど
く
し
ま
し
ょ
う

。

が
く
し
ゅ
う
の
な
が
れ
を
つ
か
も
う

。

が
く
し
ゅ
う
の
ゴ
ー
ル

よ
ん
で
　
わ
か

っ
た
こ
と
を
　
え
を
　
つ
か

っ
て
　
せ
つ
め
い
す
る

ど
う
　
や

っ
て
　
み
を
　
ま
も
る
の
か
な
①
　
一
ね
ん

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

　
　
⑥
も

っ
と
　
し
り
た
い
こ
と

④
リ
レ
ー
よ
み
：
ま
と
ま
り
で
　
こ
う
た
い
し
て
　
よ
む
こ
と

③
い
ち
ぶ
ん
よ
み
：
ま
る

「
。

」
で
　
こ
う
た
い
し
て
　
よ
む
こ
と

②
ひ
と
り
よ
み
：
ひ
と
り
で
　
よ
む
こ
と

　
②
み
た
こ
と
が
　
あ
る
こ
と

①
し

っ
て
い
る
こ
と

　
⑤
よ
ん
で
　
わ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と

二
も
ん

お
は
な
し
を
　
よ
ん
で
　
お
も

っ
た
こ
と
を
　
は
な
し
ま
し
ょ
う

。









二
つ
の
せ
つ
め
い
は

、
ど
ん
な
ち
が
い
が
あ
り
ま
し
た
か
？

「
ふ
ろ
し
き
は
ど
ん
な
ぬ
の

」
を
読
み
ま
し
ょ
う

。

か
ん
じ
た
こ
と
を

、
か
き
ま
し
ょ
う

。

第
三
問

③
い
ち
ぶ
ん
よ
み
：
ま
る

「
。

」
で
　
こ
う
た
い
し
て
　
よ
む
こ
と

②
ひ
と
り
よ
み
：
ひ
と
り
で
　
よ
む
こ
と

①
い

っ
せ
い
よ
み
：
み
ん
な
で
　
よ
む
こ
と

第
二
問

「
ふ
ろ
し
き
は
ど
ん
な
ぬ
の

」
の
が
く
し
ゅ
う
の
な
が
れ
を
つ
か
も

う

。

が
く
し
ゅ
う
の
ゴ
ー
ル

せ
つ
め
い
の
し
か
た
の
ち
が
い
を
く
ら
べ
て

、

　
そ
れ
ぞ
れ
の

「
よ
さ

」
を
見
つ
け
て

、
つ
た
え
あ
う

。

第
一
問

「
ふ
ろ
し
き

」
の
ほ
ん
も
の
を
見
て

、
ど
ん
な
と
き
に
つ
か
う
か

、
つ
た
え

あ
い
ま
し
ょ
う

。

四
　
二
つ
の
　
せ
つ
め
い
を
　
く
ら
べ
よ
う

め
あ
て

ふ
ろ
し
き
は
　
ど
ん
な
ぬ
の
①
　
　
　
　
二
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

④
リ
レ
ー
よ
み
：
ま
と
ま
り
で
　
こ
う
た
い
し
て
　
よ
む
こ
と









( 2 / 6 ) ( 2 / 12 )

←

■

←

→

めあて読み比べる二つの文章を確かめて、音
読しよう。

〇二つの文章が使われて
いる場面について確かめ
る。
◎かおりさんは、何につい
て知りたいと思ったのです
か。
◎どちらが、ふろしき売り
場にあったカードで、どち
らが本にのっていた文しょ
うでしょうか。

〇読みの視点として、
①何種類の動物が出て
くるか。
②どんな動物なのかに
気を付けて読むように
伝える。

２　読むときの視点を
意識して全文を音読す
る。

つ
か
む
　
■

２めあてをつかむ。

◎どんな動物がでてきま
したか。
◎その動物のことは、ど
こからどこまで書かれて
いますか。
◎三つの動物のことでは
ないことがかいてあるの
は、どこですか。
〇それぞれ、２ページず
つ説明されていることが
わかるように板書する。
（教科書の拡大コピーを
つないだものを黒板に提
示する。）

３出てくる動物の種類
と、それぞれの動物の
説明の範囲を読み取
る。

　
■
　
　
わ
か
る

　
　
わ
か
る
　
　
■

３全文（P76～P79）を
音読し、「読み比べる
二つの説明」とは、何を
指すのかを考える。

４比較する二つの文章
について理解する。

〇「いろいろなやりか
た」に着目させ、「いろ
いろ」が、後のヤマアラ
シやアルマジロ、スカン
クの身の守り方であるこ
とに気づかせる。
〇題名とつないで、話題
提示の部分が動物が敵か
ら身を守ることについて
説明した文章であること
をとらえさせる。

４全体の話題提示の部
分と、それぞれの説明
の部分とを区別する。

で
き
る

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１本時のめあてを確か
める。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に書いた、初発
の感想（二つの文章の
ちがいについて）を発
表する。

〇本文を読ませる前に、
本単元名「二つのせつめ
いをくらべよう」を示し、「二
つのせつめい」とは何なの
かを意識させる。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇文章のまとまりをとらえることができる。

（１）本時の目標
○読み比べる二つの文章をとらえ、語のまとまり
を意識して教材文を音読することができる。

（２）本時で検証すること
〇全文を１枚に印刷した掲示物や３種類の動
物の名前を黒板に掲示して段落の主語を意識
させることにより、文章全体のまとまりを捉
えることができるか。

（２）本時で検証すること
〇二つの文章の題名、文章の拡大コピー、使わ
れている場面を構造的に黒板に示し、ペアによ
る音読の聞き合いをすることで、文章のちがい
を意識して音読することができるか。

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇それぞれの発表後
に、聞き手が「よかっ
た点」をコメントする
ように伝えておく。

めあて　どんな動物が出てくるか、読んでみ
よう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応



■ ←

→ ■

2年
読み比べる二つの文章をとらえ、語のま
とまりを意識して教材文を音読すること
ができる。（ワークシート・観察）

二つの文章の題名、文章の拡大コピー、
使われている場面を構造的に黒板に示
し、ペアによる音読の聞き合いをする。

教師の助言・指摘なしに、文章中の語
のまとまりを正しくとらえて音読する
ことができる。

５次時から二つの文章
を比べながら、詳しく
読み取っていくことを
確認し、二つの文章の
内容を確認しながら音
読する。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

1年
文章のまとまりをとらえることができ
る。（ワークシート・観察）

全文を１枚に印刷した掲示物や３種類の
動物の名前を黒板に掲示して段落の主語
を意識させる。

段落の主語「やまあらし」「あるまじろ」
「すかんく」を手がかりに、自分の力で４
つのまとまりに分けることができる。

〇同じ内容が書かれて
いるところがないかを意
識させて音読さsる。

５本時の学習をふりか
えり、わかったことや
考えたことを伝え合
う。

６感想を伝え合い、今
日の学習を振り返る。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

（４）本時の評価

で
き
る

〇動物ごとに、まとまっ
て説明さてていることを
押さえる。



が
　
で
て
き
た

。

②

さ
い
ご
に

、

つ
ぎ
に

、

ど
ん
な
　
ど
う
ぶ
つ
が
　
で
て
き
ま
し
た
か

。

ど
ん
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③
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二
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べ
よ
う

「
二
つ
の
せ
つ
め
い
は

」
、
ど
こ
に
　
あ
り
ま
し
た
か
？

④
リ
レ
ー
よ
み
：
ま
と
ま
り
で
　
こ
う
た
い
し
て
　
よ
む
こ
と

③
い
ち
ぶ
ん
よ
み
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ま
る

「
。

」
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こ
う
た
い
し
て
　
よ
む
こ
と

②
ひ
と
り
よ
み
：
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と
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よ
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と

①
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だ
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ん

「
ふ
ろ
し
き
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ん
な
ぬ
の

」
を
よ
み
ま
し
ょ
う
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二
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目
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せ
つ
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い
は
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は
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だ
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た
え
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べ
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つ
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。

だ
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る
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※
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け
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二
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に
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、
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ろ

し
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ど
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ぬ
の
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よ
み
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ょ
う

。
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二
つ
の
せ
つ
め
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」
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、
だ
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つ
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？

こ
た
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つ
け
た

。
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と
ば

「
あ
た
ら
し
い
か
ん
じ

」
や

「
よ
み
か
え
の
か
ん
じ

」
を
習
い
ま
し
ょ
う

。
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７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇ヤマアラシの身の守り方を正しく読み取る
ことができる。

（１）本時の目標
○二つの文章を正しく視写し、ちがいに気づくこ
とができる。

（２）本時で検証すること
〇説明されている体の特徴の表現について、
挿絵とつないで読み取らせることにより、書
かれている事柄の順序に気を付けて読み取る
ことができるか。

（２）本時で検証すること
〇書き写すことのやくそくを示すことにより、
丁寧に正しく視写し、二つの文章の違いに気づ
くことができるか。

〇ガイドシートを準備
しておく。

めあて　ヤマアラシはどうやって身を守るの
か、読んで確かめよう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時までの学習を振
り返り、本時のめあて
を確かめる。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１二つの文章を音読す
る。（一斉音読・リ
レー音読）

〇読みの視点（めあ
て）として、
「どうぶつは、どんな
からだをしています
か。どのようにしてみ
をまもるのでしょ
う。」を黒板に提示す
る。

２　教科書P63を読
み、「読み取りのめあ
て」を持つ。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　二つの文章を正しく書き写して、ちが
いを考えよう。

〇視写させる前に、「書き
写すときのやくそく」を黒板
に提示する。
①ひとますに、一字書く。
②ますは、あいだをあけな
いで、つめて書く。
③点（、）やまる（。）もひと
ますに書く。
④書き写したら、声に出し
て読みます。

〇「これはヤマアラシで
す。」の「これ」は挿絵を
指すことを押さえる。
〇ヤマアラシの体がどの
ようになっているかが書
かれているところにサイド
ラインを引かせ、「どこ」が
「どのようになっている
か」を分けてまとめる。

３教科書P57・P58を読
み、ヤマアラシの体の
特徴を読み取る。
・せなかにながくてか
たいとげがある。 わ

か
る

■
　
　
わ
か
る

３二つの文章を視写す
る。

〇P63の文をふりかえら
せ、「どのようにしてみ
ろまもるのでしょう。」
という問いかけの文に着
目させる。
〇身の守り方について
は、次のページに書かれ
ていることを押さえる。

４ヤマアラシの身の守
り方を読み取る。
・とげをたてて
・うしろむきになって

で
き
る



■ ←

→ ■

５２人ペア（隣同士）
で、読み取ったことを
説明し合う。

４視写した二つの文章
を音読し、正しく視写
できているかどうかを
確かめる。

〇視写した文章を、今
後の学習では、二つの
文章をくらべるために使
うことを確認する。６ヤマアラシの身の守

り方を思い浮かべなが
ら音読する。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

◎となりのともだちに、
ヤマアラシの身の守り方
を説明しましょう。教科
書の言葉を使って、ヤマ
アラシの絵を指さしなが
ら伝えましょう。

2年
二つの文章を正しく視写し、ちがいに気
づくことができる。（ワークシート・観
察）

書き写すことのやくそくを示すことによ
り、丁寧に正しく視写させる。

二つの文章を視写しながら、二つの
文章の違いに気づくことができる。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

1年
ヤマアラシの身の守り方を正しく読み取
ることができる。（ワークシート・観
察）

説明されている体の特徴の表現につい
て、挿絵とつないで読み取らせる。

説明する部分の絵を指さしながら、
教科書の言葉を自分でつないで説明
することができる。

（４）本時の評価

で
き
る
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４２人ペア（隣同士）
で、読み取ったことを
説明し合う。

〇うまく読み取れない児
童には挿絵とつないで
「からだをまるめて」
「こうらだけをみせて」
「じっとして」などの表
現について理解させる。

◎となりのともだちに、
アルマジロの身の守り方
を説明しましょう。教科
書の言葉を使って、アル
マジロの絵を指さしなが
ら伝えましょう。

〇「これはアルマジロ
です。」の「これ」は
挿絵を指すことを押さ
える。
〇アルマジロの体がど
のようになっているか
が書かれているところ
にサイドラインを引か
せ、「どこ」が「どの
ようになっているか」
を分けてまとめる。

２教科書P59・P60を読
み、アルマジロの体の
特徴を読み取り、ノー
ト（ワークシート）に
まとめる。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　二つの文章を正しく書き写して、ちが
いを考えよう。

〇くわしい違いについて
は、次時以降で読み取って
いくことを伝え、ここでは気
づいたちがいをノートにメ
モしておくことを伝える。

〇P63の文をふりかえら
せ、「どのようにしてみろ
まもるのでしょう。」という
問いかけの文に着目させ
る。
〇身の守り方について
は、ヤマアラシの文章と
同じように次のページに
書かれていることを押さ
える。
〇ヤマアラシと同じ文章
構成で説明されているこ
とを押さえる。

３アルマジロの身の守
り方を読み取り、ノー
ト（ワークシート）に
まとめる。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る

３視写した文と教科書
の原文を音読し、二つ
の文章のちがいを考え
る。

４二つの文章のちがい
について気づいたこと
をノートに書きだす。

◎二つの文には、どのよう
なちがいがあるか、気づい
たことをノートにメモしてお
きましょう。
〇気づいたちがいを全て
書いて時間に余裕がある
児童には、二つの文章の
「似ているところ」「同じとこ
ろ」についても考えるように
促す。
〇ちがいを見つけることに
手間取っている児童には、
説明されている内容が共
通している部分を示し、集
中して見比べられるように
する。

で
き
る

で
き
る

〇ガイドシートを準備
しておく。

めあて　アルマジロはどうやって身を守るの
か、読んで確かめよう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時までの学習を振
り返り、本時のめあて
を確かめる。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に視写した二つ
の文章を音読する。
（一斉音読・リレー音
読）

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇アルマジロの身の守り方を正しく読み取る
ことができる。

（１）本時の目標
○二つの文章を正しく視写し、ちがいに気づくこ
とができる。

（２）本時で検証すること
〇説明されている体の特徴の表現について、
挿絵とつないで読み取らせることにより、書
かれている事柄の順序に気を付けて読み取る
ことができるか。

（２）本時で検証すること
〇書かれている内容が共通している部分を示す
ことにより、二つの文章の違いに気づくことが
できるか。



→ ■

◎二つの文には、どのよう
なちがいがあるか、気づい
たことを、隣同士で伝え合
いましょう。

1年
アルマジロの身の守り方を正しく読み取
ることができる。（ワークシート・観
察）

説明されている体の特徴の表現につい
て、挿絵とつないで読み取らせる。

説明する部分の絵を指さしながら、教
科書の言葉を自分でつないで説明する
ことができる。

2年
二つの文章を正しく視写し、ちがいに気
づくことができる。（ワークシート・観
察）

〇書かれている内容が共通している部分
を示すことにより、二つの文章の違いに
気づかせる。

二つの文章のちがいについて、ノート
に書きだしたメモをもとに自分の言葉
を補って伝えることができる。

５ノートに書きだした
メモを用いて、二つの
文章の違いについて伝
え合う。

５アルマジロの身の守
り方を思い浮かべなが
ら音読する。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）
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。
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◎同じことが書かれて
いることに気づきまし
たか。

３二つの文章を比べな
がら読み、同じところ
に線を引く。
・「いろいろな形や大
きさのものをつつんで
はこべます。」＝ふろ
しきは、いろいろな形
や大きさのものをつつ
んではこぶことができ
ます。

◎線を引いた部分を、ズ
バリ一言でかんたんに言う
とすると、どのように言い
表すことができますか。

◎となりのともだちに、
スカンクの身の守り方を
説明しましょう。教科書
の言葉を使って、スカン
クの絵を指さしながら伝
えましょう。

４２人ペア（隣同士）
で、読み取ったことを
説明し合う。

で
き
る
■

〇黒板に、二つの文章の
一部を並べて掲示し、同じ
ことが書かれているところ
への線の引き方を説明す
る。
※二つの文章を拡大した
ものを黒板に掲示し、実際
に線を引いて、学習方法を
把握させる。

〇項目ごとに色や線種を
変えるなどの工夫をしても
よい。

４線を引いた部分を音
読し、どんなことが書
かれているかを一言で
言う表現を考え、発表
する。
・「いろいろな形や大
きさのものをつつんで
はこべます。」＝ふろ
しきは、いろいろな形
や大きさのものをつつ

〇「これはすかんくで
す。」の「これ」は挿絵
を指すことを押さえる。
〇すかんくの体がどのよ
うになっているかが書か
れているところにサイド
ラインを引かせ、「ど
こ」が「どのようになっ
ているか」を分けてまと
める。

２教科書P61・P62を読
み、スカンクの体の特
徴を読み取り、ノート
（ワークシート）にま
とめる。
・おしりから
・くさいしるを出す

■
　
つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　二つの文章の同じところを見つけよ
う。

〇ヤマアラシやアルマジ
ロの文章構成と異なり、
二段階で説明されている
ことに気づかせる。
◎スカンクの身の守り方
の説明は、これまでの動
物の説明とちがうところ
があります。どこがちが
いますか。

３すかんくの身の守り
方を読み取り、ノート
（ワークシート）にま
とめる。
・てきがきたら→さか
だち
・てきがにげないと→
くさいしるを出す

・「てきがにげない」
ときの説明がある。

わ
か
る
　
■

■
　
　
わ
か
る

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇読ませる前に、二つ
の文章には、同じこと
が書かれていることを
意識させる。めあて　スカンクはどうやって身を守るのか、

読んで確かめよう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時までの学習を振
り返り、本時のめあて
を確かめる。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に視写した二つ
の文章を音読する。
（一斉音読・分担音
読・リレー音読など
で）

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇スカンクの身の守り方を正しく読み取るこ
とができる。

（１）本時の目標
○二つの文章を読み比べ、同じことが書かれてい
るところを見つけることができる。

（２）本時で検証すること
〇説明されている体の特徴の表現について、
挿絵とつないで読み取らせることにより、書
かれている事柄の順序に気を付けて読み取る
ことができるか。

（２）本時で検証すること
〇カードの文章のコピーを配り、比較しやすく
することで、二つの文章の共通部分を判別する
ことができるか。



←

→ ■

2年
二つの文章を読み比べ、同じことが書か
れているところを見つけることができ
る。（ワークシート・観察）

カードの文章のコピーを配り、比較しや
すくする。

二つの文章の共通部分について、何
のことが書かれているかを、教師の
助言なしに自分の言葉で表現するこ
とができる。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

1年
スカンクの身の守り方を正しく読み取る
ことができる。（ワークシート・観察）

説明されている体の特徴の表現につい
て、挿絵とつないで読み取らせる。

説明する部分の絵を指さしながら、
教科書の言葉を自分でつないで説明
することができる。

５　本時の学習を振り
返り、わかったことを
伝え合う。

◎今日の学習で、二つの
文章についてわかったこと
を伝え合いましょう。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

（４）本時の評価

で
き
る

５スカンクの身の守り
方を思い浮かべながら
音読する。

や大きさのものをつつ
んではこぶことができ
ます。
☞どんなものをつつん
で運べるか。が書かれ
ている。など…
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７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇文章を読んで分かったことやもっと知りた
くなったことなど、感想を交流することがで
きる。

（１）本時の目標
○文の数のちがいを見つけ、ちがいの意味や効果
を考えることができる。

（２）本時で検証すること
〇「気になる動物」「好きな動物」はどれかを
問いかけ、その理由を語らせることにより、読
み取ったことをもとに自分なりの感想を伝える
ことができるか。

（２）本時で検証すること
〇句点ごとに文の数を確認することにより、文の
数に着目して二つの文章のちがいや効果を読み取
ることができるか。

〇ガイドシートを準備して
おく。
〇読む前に、P80の手引き
を確認し、違いを比べるた
めの二つの観点を確かめ
る。
①「文の数」をくらべる。
②「一つの文の長さ」をく
らべる。

めあて　「どうやってみをまもるのかな」を読
んで、思ったことを話そう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時までの学習を振
り返り、本時のめあて
を確かめる。

つ
か
む

■
表
現
で
き
る

１教科書P77～P79を音
読する。（一斉音読・
リレー音読）

めあて　二つの文章のちがうところを見つけよ
う。文の数をくらべよう。

〇二つの文章を拡大した
ものを黒板に掲示し、全員
で数えて考えさせる。
〇文の数を数えて表に書
かせ、違い（効果）を考えさ
せる。

◎文の数が少ないとどん
なよさがありますか。

◎文の数が多いと、どんな
よさがありますか。

◎三つの動物の中でい
ちばん気になる動物を選
びましょう。どうして、その
動物を選んだのか話しま
しょう。

３気になる動物を一つ
選び、感想を交流させ
る。
・アルマジロは丸まっ
たままで食べられない
のかなと思った。
・スカンクのくさい汁
のにおいをかいでみた
い。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る ◎どうして、このような違い

が必要なのでしょうか。隣
同士で伝え合いましょう。

◎隣同士で伝え合ったこと
を先生にも、教えてくださ
い。

〇何を話したらいいか分
からない児童には、
☞◎三つの動物の中でい
ちばん好きな動物を選び
ましょう。どうして、そ
の動物を選んだのか話し
ましょう。
と問いかける。

〇読みの視点として、
①一番気に入った動物
②身を守れるのか心配
だった動物
③おもしろいやりかた
と思った動物
という視点を示してお
く。

２　読みの視点を確認
し、いろいろなやり方
で全文音読する。
・二人一組で全文を読
み合う。
・問いかけの文と動物
ごとの部分に分けて読
むなど

つ
か
む

２めあてをつかむ。

３文の数の違いをくら
べ、違いについて考え
る。
・少ないと、すぐに読
める。
・少ないと、かんた
ん。
・多いと、くわしいか
んじがする。
・多いと、よくわか
る。

４比べてわかったこと
を伝え合う。
・ふろしき売り場の
カードは、お客さんが
一目見てわかるよう
に、すぐに読めるほう
がいいから。
・本の文章に、たくさ
んのことが書いてある
と、ふろしきのことが
よくわかるから。

で
き
る
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４感想を思い出しなが
ら、全文を音読して、
単元の学習をまとめ
る。

５本時の学習でわかっ
たことを、短くまとめ
てノートに書く。
・カードの文章は、文
の数が少ないので、か
んたんにすぐ読める。
・本の文章は、文の数
が多いので、くわし
く、多くのことを知る
ことができる。

2年
文の数のちがいを見つけ、ちがいの意味
や効果を考えることができる。（ワーク
シート・観察）

句点ごとに文の数を確認することによ
り、文の数に着目して二つの文章のちが
いや効果に気づかせる。

学習を通してわかったことを自分の
中で再構成し、端的にまとめること
ができる。

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

1年
文章を読んで分かったことやもっと知り
たくなったことなど、感想を交流するこ
とができる。（ワークシート・観察）

「気になる動物」「好きな動物」はどれ
かを問いかけ、その理由を語らせる。

本文から読み取ったことに加えて、
自分の経験や知識を織り交ぜて感想
を述べることができる。

◎今日の学習でわかった
ことを、ノートにわかりやす
く書いてまとめましょう。
〇「カードの文章は」、「本
の文章は」という書き出し
を示し、その後につづけて
書くようにする。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る
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〇次の手順で、音節と文
字との対応を理解させ
る。
①「いしゃ」の挿絵を提示
し、発音させる。あえて
「いしや」と表記し、児童
の気づきを促す。
②「し」と「や」が合わさっ
て「しゃ」となると伝える。
二つの音が一つとなるの
で、記号は「●●」が重
なって「◎」となる。動作
は、たたいた両手を合わ
せて握るというルールを
示す。
③「いしや」と「いしゃ」を
動作化を交えて声に出し
て読む。

４学習を振り返り、拗
音に気を付けて言葉遊

■
　
　
わ
か
る

〇一文の文字の数を数え
て表に書かせたうえで、ど
のようなことが違うのかを
考えさせる。

〇それぞれの文章が、ど
のような場面で用いられて
いるかを考えたうえで、一
文の文字の数や、書かれ
ている言葉が違うことの意
味や効果をとらえさせる。
◎どうして、本にのってい
た文章は、長い文になる
のでしょうか。

で
き
る

で

３二つの文章を音読
し、一文の長さのちが
いを確認する。
・カードの文は短い。
・一つの文は、〇文字
です。

４一文の長さの違いを
比べ、違いについて考
える。

・本にのっていた文章
には、「ふろしきに
は」という言葉が入っ
ているから長くなる。
・「また」「さらに」
という言葉も入ってい
るから長くなる。

〇本時の学習で学んだ動
作化も交えて、音読する

〇拗音の発音になれるよ
うに、さまざまな読み方
で詩を音読させる。

〇正しく読めるように
なってきたら、音声教材
CDも活用して、繰り返し
音読させる。

２拗音に注意して、教
科書P64の言葉遊びの
詩を音読する。
・一斉音読
・一列ずつ交代で音読
・一人ずつ音読
など

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　一つの文の長さをくらべよう。

◎一つの文の長さや言葉
の使い方のちがいを確か
めながら、二つの文章を音
読しましょう。

◎同じことが書いてある二
つの文をくらべると、長さ
はどのようにちがいます
か。

〇句点ごとに文字の数を
確認しながら読むようにす
る。

３教科書P64の「いし
や」と「いしゃ」を比
べ、音節と文字の対応
を理解し、発音と表記
のちがいをとらえる。 わ

か
る

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇本時は、「一つの文
の長さ」と「言葉の使
い方」のちがいについ
て比べることを確認す
る。

めあて　小さい「ゃ」「ゅ」「ょ」（ねじれる音）の
つく言葉を読んでみよう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１学習の見通しを立
て、本時のめあてを確
かめる。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に学習してわ
かったことを伝え合
い、教科書P80の学習
の手引きを音読し、本
時の学習課題を確認す
る。

〇単元名を示し、拗音の読
み方・書き方を知るという学
習課題を伝える。
〇「ねじれる音」という言い
方を使う。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇言葉遊びの詩を読んで、拗音の発音と表記
について知ることができる。

（１）本時の目標
○一文の長さの違いを見つけ、違いの意味や効果
を考えることができる。

（２）本時で検証すること
〇拗音の部分に印をつけて判別させ、動作化
を交えて音の違いを捉えさせることにより、
拗音の発音や表記を知って正しく読むことが
できるか。

（２）本時で検証すること
〇文字数を確認しながら読ませたり、箇条書き
とまとまった文を並べて比較させたりすること
で、一文の長さの違いの意味や効果を考えるこ
とができるか。



→ ■

2年
ヤドカリについたイソギンチャクの関係
を読み取り、⑫段落の要点をとらえるこ
とができる。（ワークシート・観察）

文字数を確認しながら読ませたり、箇条
書きとまとまった文を並べて比較させた
りする。

学習を通してわかったことを自分の
中で再構成し、端的にまとめること
ができる。

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

1年
言葉遊びの詩を読んで、拗音の発音と表
記について知ることができる。（ワーク
シート・観察）

拗音の部分に印をつけて判別させ、動作
化を交えて音の違いを捉えさせる。

拗音の入った文章を的確に発音する
ことができる。

音に気を付けて言葉遊
びの詩を音読する。

５一文の長さをくらべ
てわかったことをまと
める。
・カードの文章は、一
文の文字の数が少な
く、かんたんにすぐ読
める。
・本の文章はは、主語
や「また」「さらに」
という言葉が入ってい
て、くわしく（順序よ
く）わかる。

◎今日の学習でわかった
ことを、ノートにわかりやす
く書いてまとめましょう。
〇「カードの文章は」、「本
の文章は」という書き出し
を示し、その後につづけて
書くようにする。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

のでしょうか。
き
る

作化も交えて、音読する
ように伝える。
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４本の文章にしか書かれ
ていないことは、どのよう
なことなのかを考え、ノー
ト（ワークシート）に考えた
ことを書く。で

〇「ゃ」「ゅ」「ょ」を
書く時の位置や大きさを
確認して、練習をさせ
る。

２拗音の書き方を確か
め、マス目に書く練習
を繰り返し行う。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　二つの文章には、どうしてちがいがあ
るのかを考えよう。

〇カードの項目ごとに、本
の文章の中で対応する、
それぞれの段落を読み、
本の文章の中にしか書か
れていないことを読み取ら
せる。
◎カードに書かれているこ
とと、同じことが書かれて
いるところに線を引きま
しょう。わ

か
る

■
　
　
わ
か
る

３本の文章にしか書か
れていないことを確か
める。

・本にのっていた文章
には、カードよりもく
わしく、何が良いのか
が書かれている。

で
き
る

〇線を引いていない部分
には、どのようなことが書
かれているのかを考えさせ
る。

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇書かれている内容の
違いを読み比べること
を確認してから音読さ
せる。めあて　小さい「ゃ」「ゅ」「ょ」の書き方を知ろ

う。ねじれる音のつく言葉を読んだり書いたり
しよう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１教科書P64の言葉遊
びの詩を音読し、本時
のめあてを確認する。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１これまでの学習をふ
りかえり、二つの文章
を音読する。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇拗音の表記を理解し、拗音・拗長音を含む
語を読んだり書いたりすることができる。

（１）本時の目標
〇二つの文章の違いと、それぞれのよさについて
考えることができる。

（２）本時で検証すること
〇拗長音、長音、拗音を含む語を音読しなが
ら動作化することにより、リズムを捉えて語
の表記について理解し、正しく読んだり書い
たりすることができるか。

（２）本時で検証すること
〇文章が使われる場面や用途を意図的に入れ替
えて考えさせることにより、文章の目的と構成
や表現の関りについて考えることができるか。

３拗長音を含む語と、
長音や拗音を含む語と
を比べて、発音や意味
が異なることを知る。

・「びよういん」と
「びょういん」、「に
んぎょ」と「にんぎょ
う」をくらべて、声に
出して読みながら動作
化する。

〇「びよういん」と「びょ
ういん」を発音し、二つ
の表記を見せて、どち
らが当てはまるか問い
かける。
〇それぞれの語の記
号を示してから動作化
する。「びょう」は拗音と
長音が合わさったもの
なので、記号は◎ーー
となり、動作は、たたい
て握った両手をそのま
ま下す動作になること
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2年
二つの文章の違いと、それぞれのよさに
ついて考えることができる。（ワーク
シート・観察）

文章が使われる場面や用途を意図的に入
れ替えて考えさせる。

文章が使われる場面を想定して、その文章を必要とする
読み手に応じて、構成や表現に違いがあることに気づ
き、自分の言葉で説明することができる。

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

1年
拗音の表記を理解し、拗音・拗長音を含
む語を読んだり書いたりすることができ
る。（ワークシート・観察）

拗長音、長音、拗音を含む語を
音読しながら動作化する。

拗長音、拗音、長音それぞれの音節
と文字との対応を的確に捉え、正し
く読んだり書いたりすることができ
る。

ことを書く。
き
る

５考えたことをペアや
グループで交流する。

◎本の文章にしか書かれ
ていないことは、どのよう
なことなのか、考えたこと
を伝え合いましょう。

表
現
で
き
る

ま下す動作になること
を伝える。

４拗長音を含む言葉を
読んだり書いたりす
る。

表
現
で
き
る
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７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇拗促音の発音と表記を理解し、拗音、拗長
音、拗促音を含む語を読んだり書いたりする
ことができる。

（１）本時の目標
〇二つの文章の違いと、それぞれのよさについて
考えることができる。

（２）本時で検証すること
〇促音、拗促音を含む語を音読しながら動作
化することにより、リズムを捉えて語の表記
について理解し、正しく読んだり書いたりす
ることができるか。

（２）本時で検証すること
〇文章が使われる場面や用途を意図的に入れ替
えて考えさせることにより、文章の目的と構成
や表現の関りについて考えることができるか。

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１本時のめあてを確か
める。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に書いた、本の
文章にしか書かれてい
ないことは、どのよう
なことなのか考えたこ
とを発表する。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

で
き
る

３二つの文章には、な
ぜ違いがあるのかを考
えさせる。

・カードの文章は、買
い物に来た人が読む。
・本に書かれた文章
は、ふろしきのことを
調べる人が読む。
・すぐにわかるのは、
カード。
・くわしくわかるの
は、本。

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇本にのっていた文章
には、より具体的な活
用法や利点が書かれて
いることを確認する。

めあて　いろいろなねじれる音の言葉を読ん
だり書いたりしよう。

〇教科書P65下段
「しょっき」とP64
「ひゃっぴき」を例
に、拗音に促音が続い
た場合の発音と表記に
ついて理解させる。
〇動作化を用いて、拗
音と促音が入っている
ことを確認する。
〇表記の際には、小さ
い「ゃ」「ゅ」
「ょ」」「ょ」「っ」
を書く位置に注意させ
る。

２　拗促音の発音を表
記を知り、正しく書
く。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　二つの文章には、どうしてちがいがあ
るのかを考えよう。

◎二つの文章には、どうし
て違いがあるのだと思い
ますか。

〇二つの文章が使われる
場面のちがいを捉えさせ
るために、以下の着眼点
をもたせる。
①誰が、その文章を使うの
か。
②すぐにわかるのは、どち
らか。
③くわしくわかるのは、ど
ちらか。

〇拗音表を音読し、拗音
の規則性に気づかせる。
①行ごとに読む。
②段ごとに読む。
③音を伸ばして読む。
これらの音読を通して、
小さい「ゃ、ゅ、ょ」はどん
な文字につくのか気づか
せる。

３教科書P127の拗音表
を音読し、拗音のきま
りを整理する。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る ◎もし、ふろしき売り場の

カードに、本にのっていた
文章が書かれていたら、
お客さんはどう思うでしょう
か。

◎また、ふろしきのことを
調べたいと思ったいた人
が、本を開いたときに、
カードに書かれていた文
章がのっていたら、どう思

４カードに書かれてい
る文章と本に書かれて
いる文章の使われてい
る場面を逆転させて考
える。
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で
き
る

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

４拗音、拗長音、拗促
音の言葉を集めたり、
拗音に関するクイズに
答えたりして、読んだ
り書いたりする。

うでしょうか。
〇二つの文章が使われて
いる場面を、意図的に逆転
させて考えさせることによ
り、場面や用途によって用
いられる文章に違いがあ
り、それぞれの良さがある
ことを押さえる。

５二つの文章を比べ
て、分かったことを発
表し、学習したことを
ふりかえりながら、全
文を音読する。

〇＜まとめ＞文章は、
使う人の場面に合わせ
て、かんたんに表した
り、くわしく表したりす
る。：板書

〇それぞれの文章の目
的やよさを意識して読む
ように伝える。

〇拗音を含む言葉を集め
て書いたり、拗音を含む
語をクイズ形式で出題し
て書いて答えたりさｓ
る。
〇児童が発表した言葉
は、「ゃ」「ゅ」「ょ」
ごとに分けて板書する。
〇教師が伝えた言葉を聴
写させる。
〇絵を見せて、その言葉
を書かせる。
〇拗音の語の小さい
「ゃ、ゅ、ょ」の部分を
かくして、当てさせる。
〇正しく書けたか、動作
化を交えて確認させる。

2年
二つの文章の違いと、それぞれのよさに
ついて考えることができる。（ワーク
シート・観察）

文章が使われる場面や用途を意図的に入
れ替えて考えさせる。

文章が使われる場面を想定して、その文章を必要とする
読み手に応じて、構成や表現に違いがあることに気づ
き、自分の言葉で説明することができる。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

（４）本時の評価

1年

拗促音の発音と表記を理解し、拗音、拗
長音、拗促音を含む語を読んだり書いた
りすることができる。（ワークシート・
観察）

促音、拗促音を含む語を音読しながら動
作化する。

拗促音、促音それぞれの音節と文字
との対応を的確に捉え、正しく読ん
だり書いたりすることができる。
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。

も
ん
だ
い

め
あ
て

い
し
ゃ
と
い
し
や
③
　
　
　
　
一
ね
ん

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

り

ゅ
う
ぐ
う
じ

ょ
う
　
〇
〇
〇
〇
〇

ひ

ょ
う
し

ょ
う
じ

ょ
う
　
〇
〇
〇
〇
〇

ひ

ゃ
く
て
ん
だ

っ
た

。
　
〇
〇
〇
〇
〇

き

ゅ
う
き

ゅ
う
し

ゃ
　
〇
〇
〇
〇
〇



カ
ー
ド
の
文
し
ょ
う
は

（
　
　
　
　
　
　

）
が
　
つ
か

っ
て

、

本
の
文
し
ょ
う
は

（
　
　
　
　
　
　

）
が
　
つ
か
う

。

だ
い
三
も
ん

ふ
ろ
き
き
の
こ
と
が

、
く
わ
し
く
　
わ
か
る
の
は
　
ど
ち
ら
で
す
か

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
に
　
あ
ら
わ
し
た
り

、

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
　
あ
ら
わ
し
た
り
す
る

。

だ
い
四
も
ん

も
し

、
ふ
ろ
し
き
売
り
場
の
カ
ー
ド
に

、
本
に
の

っ
て
い
た
　
文
し
ょ
う
が
　
書
か
れ

て
い
た
ら
　
か
い
も
の
に
　
き
た
人
は
　
ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か

。

だ
い
四
も
ん

め
あ
て

ふ
ろ
し
き
は
　
ど
ん
な
ぬ
の
⑨
　
　
　
　
二
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

四
　
二
つ
の
　
せ
つ
め
い
を
　
く
ら
べ
よ
う

ふ
ろ
き
き
の
こ
と
が

、
す
ぐ
に
　
わ
か
る
の
は
　
ど
ち
ら
で
す
か

だ
れ
が

、
そ
の
文
し
ょ
う
を
　
つ
か
い
ま
す
か
？

二
つ
の
　
ぶ
ん
し
ょ
う
に
は
　
ど
う
し
て
　
ち
が
い
が

あ
る
の
か
を
　
か
ん
が
え
よ
う

。

〇
く
わ
し
く
　
わ
か
る
の
は

（
　
カ
ー
ド
　
・
　
本
　

）

〇
す
ぐ
に
　
わ
か
る
の
は

（
　
カ
ー
ド
　
・
　
本
　

）

　
文
し
ょ
う
は

、
つ
か
う
人
の
　
ば
め
ん
に
　
あ
わ
せ
て

、

【
ま
と
め

】

も
し

、
ふ
ろ
し
き
の
こ
と
を
　
し
ら
べ
る
た
め
に
　
本
を
か
り
た
ら

、
カ
ー
ド
に
あ

っ

た
　
文
し
ょ
う
が
　
書
か
れ
て
い
た
ら
　
し
ら
べ
に
き
た
人
は
　
ど
う
思
う
で
し
ょ
う

か

。

だ
い
二
も
ん

だ
い
一
も
ん
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←

■

→

→

■ ←

〇次の手順で、音節と文
字との対応を理解させ
る。
①「いしゃ」の挿絵を提示
し、発音させる。あえて
「いしや」と表記し、児童
の気づきを促す。
②「し」と「や」が合わさっ
て「しゃ」となると伝える。
二つの音が一つとなるの
で、記号は「●●」が重
なって「◎」となる。動作
は、たたいた両手を合わ
せて握るというルールを
示す。
③「いしや」と「いしゃ」を
動作化を交えて声に出し
て読む。

４学習を振り返り、拗
音に気を付けて言葉遊
びの詩を音読する。

■
　
　
わ
か
る

〇一文の文字の数を数え
て表に書かせたうえで、ど
のようなことが違うのかを
考えさせる。

〇それぞれの文章が、ど
のような場面で用いられて
いるかを考えたうえで、一
文の文字の数や、書かれ
ている言葉が違うことの意
味や効果をとらえさせる。
◎どうして、本にのってい
た文章は、長い文になる
のでしょうか。

で
き
る

で
き
る

３二つの文章を音読
し、一文の長さのちが
いを確認する。
・カードの文は短い。
・一つの文は、〇文字
です。

４一文の長さの違いを
比べ、違いについて考
える。

・本にのっていた文章
には、「ふろしきに
は」という言葉が入っ
ているから長くなる。
・「また」「さらに」
という言葉も入ってい
るから長くなる。

〇本時の学習で学んだ動
作化も交えて、音読する
ように伝える。

〇拗音の発音になれるよ
うに、さまざまな読み方
で詩を音読させる。

〇正しく読めるように
なってきたら、音声教材
CDも活用して、繰り返し
音読させる。

２拗音に注意して、教
科書P64の言葉遊びの
詩を音読する。
・一斉音読
・一列ずつ交代で音読
・一人ずつ音読
など

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　一つの文の長さをくらべよう。

◎一つの文の長さや言葉
の使い方のちがいを確か
めながら、二つの文章を
音読しましょう。

◎同じことが書いてある二
つの文をくらべると、長さ
はどのようにちがいます
か。

〇句点ごとに文字の数を
確認しながら読むようにす
る。

３教科書P64の「いし
や」と「いしゃ」を比
べ、音節と文字の対応
を理解し、発音と表記
のちがいをとらえる。 わ

か
る

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇本時は、「一つの文
の長さ」と「言葉の使
い方」のちがいについ
て比べることを確認す
る。

めあて　小さい「ゃ」「ゅ」「ょ」（ねじれる音）の
つく言葉を読んでみよう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１学習の見通しを立
て、本時のめあてを確
かめる。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に学習してわ
かったことを伝え合
い、教科書P80の学習
の手引きを音読し、本
時の学習課題を確認す
る。

〇単元名を示し、拗音の読
み方・書き方を知るという学
習課題を伝える。
〇「ねじれる音」という言い
方を使う。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇言葉遊びの詩を読んで、拗音の発音と表記
について知ることができる。

（１）本時の目標
○一文の長さの違いを見つけ、違いの意味や効果
を考えることができる。

（２）本時で検証すること
〇拗音の部分に印をつけて判別させ、動作化
を交えて音の違いを捉えさせることにより、
拗音の発音や表記を知って正しく読むことが
できるか。

（２）本時で検証すること
〇文字数を確認しながら読ませたり、箇条書き
とまとまった文を並べて比較させたりすること
で、一文の長さの違いの意味や効果を考えるこ
とができるか。



→ ■

2年
ヤドカリについたイソギンチャクの関係
を読み取り、⑫段落の要点をとらえるこ
とができる。（ワークシート・観察）

文字数を確認しながら読ませたり、箇条
書きとまとまった文を並べて比較させた
りする。

学習を通してわかったことを自分の中
で再構成し、端的にまとめることがで
きる。

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

1年
言葉遊びの詩を読んで、拗音の発音と表
記について知ることができる。（ワーク
シート・観察）

拗音の部分に印をつけて判別させ、動作
化を交えて音の違いを捉えさせる。

拗音の入った文章を的確に発音するこ
とができる。

５一文の長さをくらべ
てわかったことをまと
める。
・カードの文章は、一
文の文字の数が少な
く、かんたんにすぐ読
める。
・本の文章はは、主語
や「また」「さらに」
という言葉が入ってい
て、くわしく（順序よ
く）わかる。

◎今日の学習でわかった
ことを、ノートにわかりや
すく書いてまとめましょう。
〇「カードの文章は」、「本
の文章は」という書き出し
を示し、その後につづけて
書くようにする。表

現
で
き
る

表
現
で
き
る



だ
れ
に
　
つ
た
え
ま
す
か

。

い
え
の
ひ
と
に
　
つ
た
え
た
い
こ
と
を
　
か
ん
が
え
よ
う

　
□
お
ど
ろ
い
た
こ
と

　
□
た
の
し
か

っ
た
こ
と

も
ん
だ
い

め
あ
て

こ
ん
な
こ
と
　
し
た
よ
①
　
　
　
　
　
一
ね
ん

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

　
□
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う
の
こ
と

　
□
ぎ
ょ
う
じ
の
こ
と

　
□
や
す
み
じ
か
ん
の
こ
と

　
□
う
れ
し
か

っ
た
こ
と

　
　
◇
こ
う
り
ゅ
う
　
◇
た
い
こ
　
◇
プ
ー
ル
び
ら
き

　
　
◇
か
ん
げ
い
え
ん
そ
く
　
◇
こ
う
な
い
す
も
う
た
い
か
い

□
お
う
ち
の
ひ
と
で
は

、

（
　
　
　
　
　
　

）
に
　
つ
た
え
た
い

。

□
し
ん
せ
き
の
ひ
と
で
は

、

（
　
　
　
　
　
　

）
に
　
つ
た
え
た
い

。

も
ん
だ
い

ど
ん
な
こ
と
を
　
つ
た
え
ま
す
か

。

○
が

っ
こ
う
で
し
た
こ
と



ふ
ろ
し
き
は
　
ど
ん
な
ぬ
の
⑩
　
　
　
二
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

四
　
二
つ
の
　
せ
つ
め
い
を
　
く
ら
べ
よ
う

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て

、
た
い
せ
つ
な
こ
と
が
　
か
か
れ
て
い
る
文
を

み
つ
け
ま
し
ょ
う

。

「
ま
ほ
う
の
か
ば
ん
ラ
ン
ド
セ
ル

」
を
読
ん
で

、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
よ
さ
を
し
ょ
う
か
い

す
る
カ
ー
ド
に
か
く
ぶ
ぶ
ん
に
　
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
き
ま
し
ょ
う

。

だ
い
四
も
ん

〇
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に

（
か
ん
た
ん
に
　
・
　
く
わ
し
く

）

　
か
か
れ
て
い
る

。

〇
文
の
　
か
ず
が

（
　
多
い
　
・
　
少
な
い
　

）

だ
い
二
も
ん

カ
ー
ド
の
文
し
ょ
う
の
と
く
ち
ょ
う
を
　
お
も
い
だ
し
ま
し
ょ
う

。

〇
一
つ
の
文
が

（
　
長
い
　
・
　
み
じ
か
い
　

）

　 　
な
ぜ

、
そ
の
文
が
　
た
い
せ
つ
な
の
か
　
り
ゆ
う
も
　
い
え
る
か
な

。

　
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
た
文
を

、
と
も
だ
ち
に
　
つ
た
え
ま
し
ょ
う

。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
　
よ
い
と
こ
ろ
は
　
な
ん
で
す
か
？

「
ま
ほ
う
の
か
ば
ん
ラ
ン
ド
セ
ル

」
の
文
し
ょ
う
か
ら

、

（
　
　
　
　
　
　

）
に
か
く
こ
と
を
　
か
ん
が
え
よ
う

。

だ
い
一
も
ん

め
あ
て

【
ま
と
め

】
ひ
ょ
う
げ
ん
で
き
る

み
と
お
し
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〇教科書P６７・６８の
例文をもとに、文章を
書くときに気を付ける
ことを確認する。
①家の人につたわるよ
うに書くこと。
②一字下げて書き始め
ること。
③主語・述語を正し
く。
④句読点の位置。
⑤「～です。」「～ま
す。」の敬体表現で書
くこと。

※ひらがなの定着が不
十分な児童には、平仮
名表を机上に置く。

４　書いた文章を読み
返して、正しく書けて
いるか確かめる。
（書き終えたら、必ず
音読して見直しをする
ように習慣づける。）

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇家の人に知らせたいことを、様子が伝わる
ように書くことができる。

（１）本時の目標
○「まほうのかばんランドセル」の文章からカー
ドを作ることができる。

（２）本時で検証すること
〇学習の見通しを持たせるために、「１かこ
う」「２みなおそう」「３よみあおう」の流
れを板書することにより、主体的に学ぶこと
ができるか。

（２）本時で検証すること
〇サイドラインを引いた文について話し合わせ
ることにより、カードに書く内容を文章中から
取り出すことができるか。

〇ガイドシートを準備し
ておく。
〇前時の学習を振り返る
ことにより、ランドセル
のカードを作る意識を高
める。

めあて　いえの　ひとに　つたえたいことを
かこう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１本時のめあてを確か
める。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に確認した
「カードの文章のとく
ちょう」を音読する。

２　文章を書くときに
気を付けることを知
る。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　「まほうのかばんランドセル」の文しょう
をもとに、カードを作ろう。

〇本文を読ませる前に、前
回の学習でサイドラインを
引いた部分が大切な文に
なっているかを確かめなが
ら読むことを伝える。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る

３教科書８１ページの
「まほうのかばんラン
ドセル」を音読する。

４カードを作る。 ◎サイドラインを引いた文を
使って、カードを作りましょ
う。
ランドセルを買いに来た人
に、ランドセルのよさを伝え
るカードにします。
〇カードに書く内容を選択
するのに戸惑っている児童
がいた場合は、ペアで話し
合わせながらカードを書か
せる。
※カードの例を示し、出来上
がったカードのイメージを持
たせてもよい。

〇「１かこう」「２みな
おそう」「３よみあお
う」の学習の流れを板書
しておく。
※教科書の例文に、書く
時の注意点を書き加えた
ものを示してもよい。

３文章を書く。

で
き
る

で
き
る

５書いたカードを読み
合い、お互いのカード
のよさを伝え合う。

◎いつ、だれが、なにを
したのかをよく思い出し
て（思い浮かべて）書き
ましょう。
◎書き終わったら、音読
して見直しをしましょ
う。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

〇学級の中で、音読さ
せ、その後、書いたカード
を交換させて読ませて、
お互いのカードのよいと
ころを伝え合わせる。



2年
「まほうのかばんランドセル」の文章か
らカードを作ることができる。（ワーク
シート・観察）

サイドラインを引いた文について話し合
わせることにより、カードに書く内容を
確かめさせる。

文中からランドセルのよさを的確に選
択し、教科書の文を短くしたり書き換
えたりして、カードを作ることができ
る。

（４）本時の評価

1年
家の人に知らせたいことを、様子が伝わ
るように書くことができる。（ワーク
シート・観察）

学習の見通しを持たせるために、「１か
こう」「２みなおそう」「３よみあお
う」の流れを板書する。

学習の流れを自分で確認して、「書
く」「見直す」「読み合う」活動を進
めることができる。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）



か
く
と
き
の
　
ち
ゅ
う
い

□
か
き
は
じ
め
は
　
ひ
と
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ま
す

。

□
し
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ご
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す
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□
く
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う
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す

。

□
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～
で
す
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～
ま
す
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き
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す
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な
ま
え
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の
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め
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て

こ
ん
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と
　
し
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②
　
　
　
　
　
一
ね
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）
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四
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つ
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つ
め
い
を
　
く
ら
べ
よ
う

「
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ほ
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か
ば
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ラ
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ド
セ
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」
の
文
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と
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カ
ー
ド
を
作
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う

。

め
あ
て
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７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇書いた文章を友達と交換して読み合い、感
想を伝え合うことができる。

（１）本時の目標
○単元の学習を振り返ることができる。

（２）本時で検証すること
〇よい文章の着眼点を示すことにより、友達
の文章のよさを見つけることができるか。

（２）本時で検証すること
〇これまでに用いたノートやワークシートを見
直させることにより、二つの説明のちがいにつ
いて考えたかを振り返ることができるか。

〇ガイドシートを準備し
ておく。
〇ワークシートかノート
に記入させる。

めあて　かいた　ぶんしょうを　よみあおう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第1学年 第2学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時に書いた文章を
音読して、正しく書け
ているか確かめる。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に作成した「ラ
ンドセルのカードの工
夫したところを考え
る。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　二つの文章の説明の仕方のちがいを
考えることができたか、ふりかえろう。

〇文章を使う場面や用途
（何のために使うか）により、
文章構成や表現の違いが
生じることを押さえる。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る

３カードの文章と本の
文章の違いを想起す
る。

４自分の書いたランド
セルを紹介する文章
が、目的に沿ったもの
かを確かめる。

◎ランドセルを買いに来た
人に、ランドセルのよさを伝
えるカードになっているで
しょうか。

◎〇〇さんの文章には、
よいところがたくさんあ
ります。どんな、よさが
ありますか。
※事前に、教師がよい文
章の例を選んでおく。

３友達の文章を読ん
で、気づいたことを発
表する。

で
き
る

で
き
る

５自分がカードを作る
時に工夫した点を伝え
合い、お互いのカード
のよさを認め合う。

◎ペアの友達と文章を交
換して、感想やよいとこ
ろを伝え合いましょう。

４　二人組（三人組）
で文章を交換して読み
合い、感想を伝え合
う。

〇よさとして以下のこ
とを確認する。
①家の人につたわるよ
うに書くこと。
②一字下げて書き始め
ること。
③主語・述語を正し
く。
④句読点の位置。
⑤「～です。」「～ま
す。」の敬体表現で書
くこと。
⑥文字を丁寧に書くこ
と。

２　よい文章の着眼点
を知る。

〇学級の中で、友達の
カードを交換させて読ま
せて、友達のカードのよ
いところを伝え合わせる。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る



学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

（４）本時の評価

1年
書いた文章を友達と交換して読み合い、
感想を伝え合うことができる。（ワーク
シート・観察）

よい文章の着眼点を示すことにより、友
達の文章のよさを見つけやすくする。

友だちの文章表現を引用して、文章の
よさを認めることができる。

2年
単元の学習を振り返ることができる。
（ワークシート・観察）

これまでに用いたノートやワークシート
を見直させる。

文中からランドセルのよさを的確に判
断し、カードの工夫点を見つけること
ができる。



い
え
の
ひ
と
か
ら
の
　
か
ん
そ
う

め
あ
て

こ
ん
な
こ
と
　
し
た
よ
③
　
　
　
　
　
一
ね
ん

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

か
い
た
　
ぶ
ん
し
ょ
う
を
　
よ
み
あ
お
う

。

よ
い
　
ぶ
ん
し

ょ
う
と
は

、

◎
げ
ん
こ
う
よ
う
し
を
　
た
だ
し
く
　
つ
か

っ
て
い
る

。

　
◎

「
し

ゅ
ご

」
　
と
　

「
じ

ゅ
つ
ご

」
　
が

　
　
た
だ
し
く
　
は
い

っ
て
い
る

。

　
　
◎
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
　
が
　
わ
か
り
や
す
い

。

　
　
　
◎
じ

ゅ
ん
じ

ょ
よ
く
　
か
か
れ
て
い
る

。

　
　
　
　
◎
も
じ
　
が
　
て
い
ね
い
で
　
よ
み
や
す
い

。

三
　
ペ
ア
で
　
ぶ
ん
し
ょ
う
を
　
こ
う
か
ん
し
て
　
よ
み
あ
い
　
か
ん
そ
う
を
　
つ
た
え
ま
し
ょ

（
　
　
　
　
　

）
さ
ん
の
　
ぶ
ん
し
ょ
う
の
　
よ
い
と
こ
ろ
は

、

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
だ
と
　
お
も
い
ま
す

。
ど
こ
か
ら
　
そ
う
　
お
も

っ
た
の
か
と
い

う
と

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
と
　
か
い
て
あ
る
　
と
こ
ろ
で
す

。

四
　
か
い
た
　
ぶ
ん
し
ょ
う
を
　
い
え
の
ひ
と
に
　
よ
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う

。

一
　
ま
え
の
　
じ
か
ん
に
　
か
い
た
　
ぶ
ん
し
ょ
う
を
　
お
ん
ど
く
し
ま
し
ょ
う

。

か
く
と
き
の
　
ち
ゅ
う
い

□
か
き
は
じ
め
は
　
ひ
と
ま
す
　
あ
け
ま
す

。

□
し
ゅ
ご
　
と
　
じ
ゅ
つ
ご
　
を
　
た
だ
し
く
か
き
ま
す

。

□
く
と
う
て
ん
　
を
　
た
だ
し
く
　
う
ち
ま
す

。

□

「
～
で
す

。

」
「
～
ま
す

。

」
の
　
か
き
か
た
で
　
か
き
ま
す

。

二
　
と
も
だ
ち
の
　
ぶ
ん
し
ょ
う
を
　
よ
ん
で
　
よ
い
と
こ
ろ
を
　
は

っ
ぴ
ょ
う

し
ま
し
ょ
う

。



☆ ふ
ろ
し
き
は
　
ど
ん
な
ぬ
の
⑫
　
　
　
二
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

四
　
二
つ
の
　
せ
つ
め
い
を
　
く
ら
べ
よ
う

○
み
の
ま
わ
り
の
も
の

　
□
べ
ん
り
な
ふ
で
ば
こ
　
　
□
え
の
ぐ
セ

ッ
ト

　
□
え
ん
そ
く
で
つ
か
う
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク

　
□
が

っ
こ
う
の
つ
く
え

「
ラ
ン
ド
セ
ル

」
の
カ
ー
ド
が
は
や
く
で
き
た
人
は

、
み
の
ま
わ
り
の

も
の
を
し
ょ
う
か
い
す
る
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

。



ふ
ろ
し
き
は
　
ど
ん
な
ぬ
の
⑫
　
　
　
二
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

四
　
二
つ
の
　
せ
つ
め
い
を
　
く
ら
べ
よ
う

二
つ
の
文
し
ょ
う
の
　
せ
つ
め
い
の
し
か
た
の
ち
が
い
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
か
　
ふ
り
か
え
ろ
う

め
あ
て

一
　

「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
カ
ー
ド

」
を
か
く
と
き
に

、
く
ふ

う
し
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う

。

　
○

　　
○

　　
○

二
　
学
習
の
ふ
り
か
え
り
を
し
ま
し
ょ
う

。

　

（
◎
・
○
・
△

）
を
書
き
ま
し
ょ
う

。

①

（
　

）
カ
ー
ド
の
文
し
ょ
う
と
本
の
文
し
ょ
う
の
ち
が
い
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た

。

②

（
　

）
カ
ー
ド
の
文
し
ょ
う
に
も
本
の
文
し
ょ
う
に
も

、
読
む
人
に
合

わ
せ
た

「
よ
さ

」
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た

。

③

（
　

）
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
て

、

「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
よ
さ

」
を
し
ょ

う
か
い
す
る
文
し
ょ
う
を
書
く
こ
と
が
で
き
た

。

　

ま
と
め


